
販売⽤資料2020年10⽉

未来をひらく、エンターテインメント投資戦略
東京海上・エンターテインメント・テクノロジー株式ファンド

（為替ヘッジあり）/（為替ヘッジなし）

愛称：エンテック のご紹介

お申し込みの際は、必ず「投資信託説明書(交付⽬論⾒書)」をご確認ください。課税上は株式投資信託として取り扱われます。

20ページに記載の「販売会社」をご覧ください。



1

本⽇お伝えしたい３つのポイント
①投資アイデア︓テクノロジー+エンターテインメント＝エンテック

テクノロジーの進化で新たな未来が開けている、
エンターテインメント（娯楽）業界に注⽬します。

②投資銘柄
魅⼒的で有望なビジネスモデルを持つ企業に注⽬します。

③今後の経済環境
⽶国⼤統領選挙等をふまえた投資環境を考えます。

20ページの「⼀般的な留意事項」を必ずご覧ください。
※上記は過去の実績および将来の予測であり、将来の動向等を⽰唆・保証するものではありません。また、ファンドの運⽤成果を⽰唆・保証するものではありません。



＜世界のエンターテインメント業界収⼊の推移＞

（注）世界のエンターテインメントおよびメディア(E&M) 業界の収⼊

（予想）

堅調に拡⼤するエンターテインメント業界

（兆ドル）

2

出所︓PwC世界エンターテインメントおよびメディア展望 2019年〜2023年
※2019年以降は予測値
※上記は過去の実績および将来の予測であり、将来の動向等を⽰唆・保証するものではありません。また、ファンドの運⽤成果を⽰唆・保証するものではありません。

20ページの「⼀般的な留意事項」を必ずご覧ください。



投資アイデア

テクノロジーの進化で新たな未来が開けている
エンターテインメント（娯楽）業界に注⽬します。

テクノロジーの進化

娯楽
（不変のテーマ）

娯楽の質が
劇的に変化

（社会⽣活へ浸透）

3※上記は⼀例を⽰したものであり、すべてを⽰すものではありません。また、実際とは異なる場合があります。
20ページの「⼀般的な留意事項」を必ずご覧ください。



娯楽の質が劇的に変化（実例）

競技場で
サッカー観戦

家に居ながらにして、
リアル観戦の醍醐味︕

歌劇場で
オペラ観戦

お茶の間で、
本場のオペラを堪能︕

喫茶店でゲーム
空いた時間で
インターネット

対戦型ゲーム︕
420ページの「⼀般的な留意事項」を必ずご覧ください。

※上記は⼀例を⽰したものであり、すべてを⽰すものではありません。また、実際とは異なる場合があります。



4つのセクターに注⽬
①動画・⾳楽配信 ②ネット向けサービス開発

③ライブ体験 ④新しい技術

20ページの「⼀般的な留意事項」を必ずご覧ください。
※写真はイメージ図です。上記は⼀例を⽰したものであり、すべてを⽰すものではありません。また、実際とは異なる場合があります。 5



注⽬セクター① 動画・⾳楽配信
＜娯楽形態の変化〜⾳楽鑑賞〜＞

注⽬する企業例︓ コムキャスト

レコード
カセット

CD
お好み

⾳楽配信
サービス

6※上記は個別銘柄への投資を推奨するものではありません。また、今後の当ファンドへの組み⼊れを⽰唆・保証するものではありません。
※上記は⼀例を⽰したものであり、すべてを⽰すものではありません。また、実際とは異なる場合があります。

20ページの「⼀般的な留意事項」を必ずご覧ください。



動画・⾳楽配信 〜 コムキャスト 〜

7

エンターテインメント情報などを多数配信

⾼速通信での快適な視聴環境を実現

低価格がもたらすユーザー数の伸びに期待

※上記は個別銘柄への投資を推奨するものではありません。また、今後の当ファンドへの組み⼊れを⽰唆・保証するものではありません。
※上記は⼀例を⽰したものであり、すべてを⽰すものではありません。また、実際とは異なる場合があります。

20ページの「⼀般的な留意事項」を必ずご覧ください。



注⽬セクター② コンテンツの制作

注⽬する企業例︓ シー

喫茶店
ゲームセンター

家庭⽤
ゲーム

インターネット
ゲーム

＜娯楽形態の変化〜ゲーム〜＞

8※上記は個別銘柄への投資を推奨するものではありません。また、今後の当ファンドへの組み⼊れを⽰唆・保証するものではありません。
※上記は⼀例を⽰したものであり、すべてを⽰すものではありません。また、実際とは異なる場合があります。

20ページの「⼀般的な留意事項」を必ずご覧ください。



ネット向けサービス開発 〜 シー 〜

9

ゲーム事業では驚異的なユーザー数

地域化されたオンラインゲームの制作

ゲーム内での課⾦（アイテム購⼊）が
主な収益源の⼀つ

※上記は個別銘柄への投資を推奨するものではありません。また、今後の当ファンドへの組み⼊れを⽰唆・保証するものではありません。
※上記は⼀例を⽰したものであり、すべてを⽰すものではありません。また、実際とは異なる場合があります。

20ページの「⼀般的な留意事項」を必ずご覧ください。



注⽬セクター③ ライブ体験

競技場
で観戦

お茶の間で
競技場の
感動体験

テレビ
観戦

注⽬する企業例︓ ユヴｪントス

＜娯楽形態の変化〜スポーツ観戦〜＞

10※上記は個別銘柄への投資を推奨するものではありません。また、今後の当ファンドへの組み⼊れを⽰唆・保証するものではありません。
※上記は⼀例を⽰したものであり、すべてを⽰すものではありません。また、実際とは異なる場合があります。

20ページの「⼀般的な留意事項」を必ずご覧ください。



ライブ体験 〜ユヴｪントス〜

11

イタリア・セリアAの名⾨フットボールクラブ

時代に合わせたビジネス戦略

臨場感あふれる映像の提供

※上記は個別銘柄への投資を推奨するものではありません。また、今後の当ファンドへの組み⼊れを⽰唆・保証するものではありません。
※上記は⼀例を⽰したものであり、すべてを⽰すものではありません。また、実際とは異なる場合があります。

20ページの「⼀般的な留意事項」を必ずご覧ください。



新しい技術 〜ソニー〜

12

世界中から注⽬のプレイステーション5

定額課⾦ビジネスによる収益の安定性

ソフトウェアの改良で新しいビジネスチャンス

※上記は個別銘柄への投資を推奨するものではありません。また、今後の当ファンドへの組み⼊れを⽰唆・保証するものではありません。
※上記は⼀例を⽰したものであり、すべてを⽰すものではありません。また、実際とは異なる場合があります。

20ページの「⼀般的な留意事項」を必ずご覧ください。



今後の経済環境を考える上でのポイント 〜①⽶国経済〜

【⽶国製造業景気指数】
（2017年10⽉~2020年10⽉、⽉次）

【⼈の移動の活発さ（⽶国）】
（2020年2⽉1⽇~2020年10⽉8⽇、⽇次）

＜⽶国景気の⾜取り 〜⽶国景気の推移〜＞

13

出所︓RefinitivをもとにTMAM作成
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⾃動⾞ 徒歩 公共交通機関
注記︓2020年1⽉13⽇の⽔準を100とする。
出所︓Datastream,Apple モビリティデータをもとにTMAM作成

20ページの「⼀般的な留意事項」を必ずご覧ください。
※上記は過去の実績および将来の予測であり、将来の動向等を⽰唆・保証するものではありません。また、ファンドの運⽤成果を⽰唆・保証するものではありません。



今後の経済環境を考える上でのポイント 〜②⽶国⾦融政策〜

14

【⽇⽶政策⾦利の推移】
(2002年1⽉末~2020年9⽉末、⽉次）

出所︓ブルームバーグ

▲1.0%

1.0%

3.0%

5.0%

7.0%

02
/0

1

04
/0

1

06
/0

1

08
/0

1

10
/0

1

12
/0

1

14
/0

1

16
/0

1

18
/0

1

20
/0

1

22
/0

1

⽶国 ⽇本

20ページの「⼀般的な留意事項」を必ずご覧ください。
※上記は過去の実績および将来の予測であり、将来の動向等を⽰唆・保証するものではありません。また、ファンドの運⽤成果を⽰唆・保証するものではありません。



今後の経済環境を考える上でのポイント 〜③⽶国⼤統領選挙〜

15

【トランプ⽒とバイデン⽒の⽀持率の推移】
（2020年1⽉1⽇~2020年10⽉8⽇、⽇次）

※出所︓ブルームバーグ
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トランプ⽒ バイデン⽒

20ページの「⼀般的な留意事項」を必ずご覧ください。
※上記は過去の実績であり、将来の動向等を⽰唆・保証するものではありません。また、ファンドの運⽤成果を⽰唆・保証するものではありません。



ファンドの特⾊

16

※資⾦動向および市況動向によっては、上記のような運⽤ができない場合があります。



ファンドの主なリスク

17

詳細は投資信託説明書（交付⽬論⾒書）をご覧ください。



お申込みメモ

18

詳細は投資信託説明書（交付⽬論⾒書）をご覧ください。



ファンドの費⽤

19

詳細は投資信託説明書（交付⽬論⾒書）をご覧ください。



販売会社

20

2020年10⽉19⽇時点



ご留意事項

21

⼀般的な留意事項
 当資料は、東京海上アセットマネジメントが作成した販売⽤資料であり、⾦融商品取引法に基づく開⽰資料ではありません。お申

込みに当たっては必ず投資信託説明書（交付⽬論⾒書）をご覧の上、ご⾃⾝でご判断ください。投資信託説明書（交付⽬論
⾒書）は販売会社までご請求ください。

 当資料の内容は作成⽇時点のものであり、将来予告なく変更されることがあります。
 当資料は信頼できると考えられる情報に基づき作成しておりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。当資料に

掲載された図表等の内容は、将来の運⽤成果や市場環境の変動等を⽰唆・保証するものではありません。
 投資信託は、値動きのある証券等（外貨建資産に投資する場合には、この他に為替変動リスクもあります）に投資しますので、基

準価額は変動します。したがって、元本が保証されているものではありません。
 投資信託は⾦融機関の預⾦とは異なり元本が保証されているものではありません。委託会社の運⽤指図によって信託財産に⽣じ

た利益および損失は、全て投資家に帰属します。
 投資信託は、⾦融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適⽤はありません。
 投資信託は、預⾦および保険契約ではありません。また、預⾦保険や保険契約者保護機構の対象ではありません。
 登録⾦融機関から購⼊した投資信託は投資者保護基⾦の補償対象ではありません。


